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化 學 研 究 所 の 紹 介

附 膠質化學.に就て

堀 場 信 吉

こLに揚載せる談話並に講演は昭獅六年四月十四日佗友駆係賭曾瓩(傭 鋼,伸 銅解

態 電媒製迯笛).の諮研究寵の研究員團胆オ{大阪府高槻に於ける京都帝國大驫化脚F

究所見學に際し見串團の希望に従うて行つたものの筆記であるo

木 臼各位がこの邊鄙の所に存在する化墨研究所 を見學に來 られたζとは本研究

所に關係 してゐるも.の一同光榮に思ふ。本研究所は未だ第一朋の工事を経へたの

みであつて所内の各研究室 もその一蔀分が 京邵の大學 の研究室ふら吐處へ移韓

したのみであつて本所矚 する磯 の多鋤 ・伽 源 都輝 の各實飃 に於て行isl

れてゐる次第で折角の御見學に對 して充分の御滿足を與へ得ないことを恐れてゐ

るC但 し吾等の研究室を成る可 く廣 く紹介 したNとNkか ら私共 の考へて居る點

で此の處 までXの 御光來を非常に光榮 と思ふ次第である。御希望に從ひて當研

究所の設立の經過bそ の紐織の大要,研 究の方針等に就て御設明を申し上げる。

r.研究所の前身は京都帝國大學理學部の化學特別研究所であるaこ れは歐洲大

職の勃發後獨逸 よりサルパルツ'.ン所謂六〇六絨の輪入が途絶 して京都帝園大學の

附周醫院に於て も罐 治療上に非常の困雉を來たした爲め理學部化學數室有機化

學部に於て其の合成を行ふ廓になつた。當時は久原数援xr'iLの時であつて同轍

の許で小松助轂撓 松宮講師その研究に當 りやがてその合成に成効 して此を大學

競院にて使用する他廣 く一般に供給 して楡入途絶の困錐を除去 し樽たのである。

此の製造は吉田町の大畢の寄宿含の傍に設けられた理墾部附矚の化畢特別班究所

.に於て行はれ7cの であつたが此の事業は弔和克i冥の後aせ られた。大正十四

年理學部に於て此の化學研甥.を 爾ぽ廣き窟味の研究听として績張する豫算を提
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出した所幸當局の認むる處 となつてある程度の豫算が成立 した。此は單に理學部

に魘するもので あつたぷ大學當局は此を核子として京郤帝國大累に附置せ られた

る國立の化學研究所 を設立せんと努力 して途に大正十五年十月四日勅令を以つて

化學研架所の官制が公布せ られる檬になつた。而 して昭和二年の四月に近重教控

が所長に任命せ られて松言研究室(一H-Yオール(サルパルサン)の製逵並に研究)の

外に,近 重,喜 多,大杉,前 田,堀 場,渡 邊,近 藤,志 方の八研究室が出來た。而

しゼ同年十丹大阪府下高槻町の傍に四千五百坪の土地を買牧 して昭和三年三月研

究所第一期工事に着手 し曙和四年三月末 口第一期の工事が竣工 しr"此 れが現在

の研究所であるo竣 工當時は電氣の設備は充分に出來たが瓦斯 も無い欺態であつ

たが.各研究室の一部は直に此の處に移稗 して幾多の不自.由に打ち勝つて研究を開

始 した。昭和五年の九月近重蝦 俸年の数を以つて退職せられたと同時に所長の

職 を遏かれたから喜多教疫が所長 に補せ らRLILG現 在の研究室は喜 多研究室(工

業化學り般)霜 田研究室(醫 化學)渡 邊研究室(治金畢),鈴木研究室(農藝化墜),近

藤研究室(營養化學),志 方研究窒(林産化學)堀場研究室(物理化學並に腰質化學),

宇野研究室(金相學),松 宮研究室(有機金屬化合物),の九研究室に分かたれ夫 々各

方面の研究 を各研究室の自HIに行つてゐる。

研究所・の経費は諸君に御參考になると思ふか らその大畤を述べる。現在の處研

究:bizに 從事してゐる入員約70名,書 記事務員5名,小 使,職 工,給 仕10

名であつて共等の俸給手當額93,000圓,人 目の多數なるに係ら歩人件費のかくも

少ないのは大學と袰任で無給なるもの,又全く無給なる研究者が多いからである。

物 件費は研究用,製 造用各Xzo,ooo圓 である。但 し牧入と して現在の臨 サビオ

pル 約35,000圓,グv一 チレグ葯1,000圓 あるので上述の經費の牛ば近 くは自

排 してゐるわけである。.

化學研究所の使命は共の官制にもある如 く化學に閑する特毬の學理及び典の應

':用の研究を掌るKあ るのでその研究は大學の枅究室の研究 と自ら蔑分の粗異を認

.一(雑 報)齟一
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める。帥ち單に化撃の學理の研究のみでなく實際に其の擧理を應用する事 も研究

して國家の蘓利獪進に寄與 したい と云ふ臼的を持つてゐるD此 の數で各研究室:も.

各々共の專鬥の晒係 の學理から實際工業化 し得べき各種の問題に戟ての研biz努

力 して臨に幾 多の成績を擧げてゐるu但 し.目下の處研究所の經費は上述の楼の歌

態故に實驗室で行はれた研究を更に工業的試驗を行ふ爲めの經費に就て多大の国

難を感 じてゐる。此に就ては勿eOl後 政府より適當の支出を乞 ひ度いと思ふめで

あるが一方實業家の御後援を切に希望する次第である。

Yd3C研 究所には委託研究の制度 も設1ナらAtてあ』り研究室を開放 して委託研究に

慮 じ以つて一般工業界の發展ILし 度いと思ふ。實業家諸君の本所 を利用 して本

所の窺業 を支授 されん事を切望す。

.膠質化學に就τ。

此の機會に於て何か學衛に鬮する御譜をもせ よとの御詫文に從ひ私のBFI門に.し

てゐる膠質化學に闘 して極めて非専門的2nち通俗的に膠質とは如向なるものか又

此の研究室に於て如何楳の研究を行ひつ 瓦あるかに就て暫 く御話をしやうと思ぴ

ます。

膠質化學は現在1こて も吾が國では泓の寡門としてゐる物理化學の一・部門として

取 り扱はれてゐますが其の範園が極めてJetく3i.u.人囘常の實生活に關する問題が極

めて多いのである。然か も其の擧間と.しての齢が佝ぼ極めY;Ciく 目下發逹の途中

にあるので共の畢問の磴系や理論の未疫極めて不完全の處が多いのである0従 つ

て晋人の努力 して研究すべき間題.も.極めTAN。 欧米諸剛では大學では早くから

獨立の講座 として扱はれ叉獨立の研裂所 もあO獨 佛米等には定期の刊行物 もあろ

が我が國では米だ共の趺態に到逑 して居らないのは痩念に思ふ。

一體摩1翼(コロイ})と は如何なるものを…責ふか。1ε61年英;國の化學者G單ham

.が蚕白質,ゼ ラチンや塞天.の如 きも.のは水溶液の欺態に して も動物性膜や硫酸紙

の如 きものを透過 しなr。 然 るに食肇や砂磨の如 きものは白"1に透愚すると云ふ

一 〔毅 報)一
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事を見た。.前者帥ち膜によつて透析出來tv・ ものを膠質と名づけ後者即ち透析0

出來 るものを結晶質と云ふた。此の膠軍{結晶貿とは物質の本質的の區別1であるか

否か永〉・間の疑問であつたが今 目では物質の本質的の區別でなく.單にその分散の

程度の問題である事が明かにされた。物質は分子からなつてゐる。今物質を水其

他の溶蝶に溶かす時に食鹽や砂塘は分子の程慶に迄分散する。.共の:画粒子の大さ

1ま10-eem即 ち0.1μ μ の程度の ものである。然.し物質を分散する時には蟒 しも

常に分子程慶に迄分散するとは限らない。例へぱ粘土を水に溶かす此の際は溷濁
サ みペンジむシ.した懸濁軆が串來る

。共の.粒子の小なるものは顧微鏡的の ものである。然 し此の

顯微鏡ρ大 さの ものから分子の大さの ものまでの間には非常の差異があつて其の

途中の各毬の分散の大 さの ものが存在 してよい理由である。A■0.1μ 以上の大 さ

の分散のも.のを懸濁體(分 散相が固髄のもの)又 は乳濁盟(分散相が液體Dも の)

と稱 し其れ以上の分散度 を有 して然か も分子の程度に迄は分散されて居 らない も

のを脛質溶液と云ふ。帥ち

懸 濁 膿 分子分散盟
・ 乳 濁 體 膠 質 溶 液

.←0。1μ1.llμ →

かLる 程度の分散皚は一般にある特重の性質を具傭 してゐるから此 を膠質溶液

と云ひ此の化學を膠質化學 として特別に研究され.る事になつてゐるし顯{孅 で見

《る粒子の大3の 範園は用ふる光の波畏の彪を限度とす.るo即 ち約500μμの波長

の可硯光線で顯微鏡も見たとして250μμの粒子迄,茲 外光線 を用ひても100μ μ

位が隈度であつて共れ以下の ものは見へ無い。共處で一般に膠質の粒予は數微箆

では見へない。然 し1903rPSiedentep及erZsigmbndyが 卿 暉:徴 境を作つた此

にょって膠質粒子の存在が詔められる様になつたoj比 は丁度帽1夜に星を吾人が認

め.ると向様の理d:1で粒子の存在を認める様にした顯微鏡である。星は其の距離が

・非常に違 く靦角か ら云つて倒底吾人の眼に認める事は出來無いものに係らず星が

一(雅 報)一
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光つて居るから吾人は其の光 りで星の存在を知るのである。膠質粒子 も同様 に此

に強い光を投射 して其の光が粒子によつて分散せ られる時kの 粒子は恰 も一つ

の光源の如 くになつて其の光を普通の顯微鏡で認める事が出來る。但 し分散相.と

分散媒との光の屈析率がranの 無や場合には限外顯徴鏡.を珂」ひて も見へ無い。

批の如 く膠質とは只その物質の分散の状態によるものであるから个では各極の

物質がたr難 易の差こそあれ膠質粒了・に分散することが山來る。各租の金風 金

屬の酸化物,硫 化物,又 は鹽類 をも膠質溶液として得られる。水を分散媒とした

もの をハイsajル と云ひ有機溶媒を分散媒としたものをオルガノゾルと云ふ。

さて蛋白質,ギ ラチン,塞 天の如 きものは此を水溶液 として假令分子の程度に迄

i}nCttし められてあつて も其の分子自身が非常に大い ものであつてjCの大さが膠

.質粒子の大の領域にある時はやは り膠質と.しての共通性を示す。白然に産する高

栽 の有険化合物の多くはその分子が大きく膣質に屬するものが多い。動植物短を

構域する物質の多くは皆腿質に屬 し從つて腥質化學の問題が吾人の日常の生活に

密接 の關係を有する様になるのである。

f#て膠質溶液が上述 わ如 くある程度の分散度を有 してゐるもので共れが充分で

安定でなNfLし た庵である範圍の安定度を有すると云ふ理由は何か」此は其等の

一 一rが相梟って凝閤し様 とする力と相反嬢 する力とがある甼爵の歌態にあるもの

と見なければならない。膠質溶液を限外顯孅 で見る時は共の裁子は絶えナ ヒョ

・ロヒョロξ動いてゐる。これを霄人はプラヴン巡動 と名づける。此はi睿媒の分子

の分子運動の結果である。かくの如き.蓮動の爲め腰質粒子は相互に衙突す.る機含

があり共の際は粒子の表面張力の關係から椙築つて凝固する事 となるL然 るに一・

般に膣質の種子は電荷を持つてゐる。#FPt,がjEの時 も又負の時 もあ.り又罨荷D暈

も其の歌態によつて異るが同一の電荷 を有 してゐるもの嫁相反撥するから此處に

前に述べた二つの相反するカがZF衡の趺態 を得て膠質の安定な るを得る 膠質の

粒子が如何に,して電荷を持つヵ・と云ふ皐はiiの物賀の種類又歌態にょって_檬 に.

一 儺 報)一
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去ぺないが然し大低の場合ILは睡質の粒子にイオンの吸着と云ふことが主なる凉

因をなしZゐ'るc膿 質め安定度が斯 くの如きもの とする時此の電荷を中和する事

によつて共の安定は破れて膠質の粒子は凝固すべきで ある。實際膠質溶液に監類

を添imしYそ の電荷を中和する時腥質は凝固する。

然るに此嚏に鹽類の添加に極め.て不鋭敏な.る膠質の種類がある。それほ箭に述

べだ處の高級の有機化合物の場 合で,ゼ ラチレや寒天の如き場含である。此等は

勿論.ある程度の電荷 を持つてゐるが安定度を定める原因は電荷以外の もの が あ

る。共れは溶媒.tの結合力で水 をPadと せば水和度である⊂水和度 を蒻.める時膠

質は不安定となる。例ぺ.ばゼラチンの水溶液にアルコーnを 加へて水 とアルコー

ルの[1合 力の爲めゼラチンの水和度 を弱 くする時は沈澱する、此ゐ租の膠質を親

水膠貿 と云 ひ金屬の膠質の如 き一般無機膠質を疎水膠質と云ふ。(無機膠質の中で

も珪酸 ゾルの如き親水膠質 もある)

膠質の性歌此の如き時物質の表面の問題が極めて重嬰の事となる。今假 りに一・

雉の長さ1mmの 立方艘 を探 り此 を尸邊の長さ10ｵNの 立方艦の ものに分かつ

時共の表面の面積は初めの十萬倍になる箏は簡單の計算で解かる。腰質の粒子の

大さは極めて小さい もめであn=.の 膠質全體の體積に比 して表面が如何に大いか

は想像に難 く無》、c從つて共の表面の性質に腰質の性質に大に關係があるものと

見な.ければならない。.

物質の衷両の性質で吾人が今問題とするのは表面に排列されてゐ3/,x'7の 不飽'

和の原子價である。物質の内部の原子の原子價は原子格子 を形づ くつて互に飽和

しznる が眞の表面の原子はその原子價が不飽和の趺態にある。此の原子價の化

學的作用が所謂吸荊現象の原因を.なす もので表面寮大であ.るだけ其の作用が著 し

いb

接觸觸媒の作用.も實に此の表副め不飽 印原子價の作崩であつて近時の新 しい工

業ア踊 ≒アの合成 硬化油,メ タ・一ルの合放,・石炭の液化鰯 皆接賜觸噺 翔

一(難 穣)'一
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}
1。よるものである力紺 ゆ 接瀰 媒の作月亅瞞 職 面の吸着㈱ 掫 應の麟 の

第一階梯である事の鮴 から臘 化劇・轍 の關係があ緬 白い問題である・

職 畷 化舉峨 て)LOS大勲 のべた。此の研究所り堀場研究郵 で顧 イヒ學

に臨系ある如何なる研究をしたか又なしつiあ るかに就て述べやふ。

i・ 接觸觸媒作用の機構

接翻 勲 麺 に蜥 の鰭 作用から接觸騾 飃 の機戦 論す.る爲め遐元

;綴 饗二よ更;歪嬾 嬲 讐賃綴 灘 黶離籬彗1
の過程 を見出 し觸媒作用の機栫を非常に明かに した。李博士の仕事である。

s光 による膠質の生成

銀腰質の生成に就て`ま陳學 士,鋸 腥質の生成に就ては石井學士が行つた。夊

石井學士は光に極めて鋭敏なる銅化合物の膠質を邉 り得fc。 此qua｣:i眞 の陽畫i

に用ひられるc

3ワ 伽 レト効果1

ある稲の腸 質を備光で刺戟する時それに特腫の光學的性貿を蒂ぴしめる事が

lNS來 る。今堂擧士,吉 田學士が此の研究に常つた0

4膠 質の滲透壓に對ナる光の影響'

光を吸牧する膠質の渉透壓が.光の投射にて増大することを見田 した。馬場助

手此の研究をなす。

b酸 化翻のべケレル効果

酸化銅のべケレル効.果即ち酸化飼のアルカ「り.穃液に於けるボテシ.シヤルが光

の投射で變化する理由に就て.研究 した。此れは逋水學士の研究で此の研究の瞭

K得 嬾 ヒ銅の鑞 醸 てriそ 觚 撃軈 用n8F!究偲 糠 士nで 鯨 工i

乘大學にて行はれてゐる0

6薪 水膠質の膨潤に關ナる研究 目下研究TJ

一 囃 服)一



物 理 化 学 の進 歩Vol.5(1931)

(v)(嘱 場 信 吉〕 化 箪 匪 究 所 の 紹 介
一 、、、、、犠、、一 、、、、、、、鳩、

'7腰 質熱化學 目下研究中
。

5

,

家に膜質化學の工業的慮用の問題に就ての目下の研究をのぺる。

1金 屬オルガノゾルの研究

金屬の才ルガノゾルは,在 來アルコールやペンゼンの如きものを分散媒 とし

た もの の.研究はあるが}般 の湘の中に金屬を自山分散せ しめる方濯…は無かつ

た`小 田切學士此を發見 して各種の全屬を自由に眞の膠質として油中に分散せ

Lめ る事に成功.した。か.くして得た金屬のオルガノゾルに就て目『ドー而は醫薬

として他には塗料特に薪 しい船底塗料として其の慙耶を研究 してゐる。

2活 性炭粲

活惶炭の需嬰は睨:色,清 溌,醗 臭JFの他の吸着作111の.目的の震め年々に塘力隠

して行 く。從つて共の製造方法 も各所で研究されてゐる。我力:研究室でEw$#IH.

助手が全 く膠7『化學の立場から我がbiz多 量産出するものを原料として新 しき

製造法を.發見 しtz<Xr:31:知られたる活性化法はこれを小規模で行へば容易であ

って も工業的に行ふに困難が多くあつた.渚 田氏の新法は全 く瞹質化學の學理

に從つた もので此を工學化するに困維が搾はないと思ふ。

0
.

最後に上述の如き工業に關する問題で一言 し度いのは吾人の.研究宝では學摘0

研究の副塵物 として此等の工業的問題を碍たのてあるC假 令問題は小であつて も

既知の方法の模倣でない所に新味があると信tる 。我が國に新 しい工業 を起す爲

め1ξは是非學術的の研究 を盛大に して始めて其の目的 を逹 しraる ものである事を

切言 したいも御清題 を感謝 しますG

一(雑 報)一


